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もうかれ これIO数 年 前にな るであ ろ うか 。ア

メリカの某大学 の研究機 関誌に 「NOBook

NOTeacherAge」 が くるとい う主 旨の論文 が

あった。 コン ピュー タを軸 と した情 報革命 の進

展 に よって 、教育に関 して少 くとも教 育制度や

教育 方法の変 革が必至 であ るこ とを説 いて いた

もの であ る。

大学や 高等教育 機関 の数 を誇 るわが国に おい

て も、 さらにいわゆ る情報 化時代 に乗 っか った

「放 送大学」がつ くり出された
。居 なが らに し

て 自動 的に視 て聴 くこ とが で き、これに よって

教育が受 け られる。場合 によ っては 、同時に 異

な った講義 を視 たり 聴 いた りす るこ とも可能 と

な った。情 報 はそれ 自体が一 つの教育 では ある

が 、い まや 教育 が情 報化 されて きたの であ る。

教育の プ ログラム化の現 象であ る。

本 来の大 学教 育の機能的 あ り方は 、教育 を受

け る ものが 、自分か ら求め 、 自分で考 え、 自分

を創 るこ とに生 きる よう意 図的にそ うい う場 を

作 り出 してゆ くこ とであ ろ う。 大学は 、 自分は

何 をすべ きか 、自分 は何 をしたいのか 、それに

は どうすれ ば よいのか、は た してそれ はで きる

のか 、 とい った こ とを学生 に 自ら学 ばせ る とこ

ろであ る。 で きうるか ぎ りプロ グラム化 され な

い教育が理 想で ある。

大学図書館 の機能 の本質は まさに ここにあ る。

学 生が 自ら求 め 、 自ら考え 、自 ら選 択 し自らを

創造す る行動 は 「自分 で探 し」「自分 で読む」 こ

とを媒介 にしなけれ ばな らない。情報化 社会 では、

情報は一般化し共有財産になるかのような錯覚

があるが、ことはむろんそ うではない。情報に

正 しく適時にア クセスするか どうかによってむ

しろ選別がなされ個別化がすすむ。情報が一般

化 しまた多量になれば、パースペ クテ ィブ、意

志、評価、選択の 「個性」がより一層重要 とな

る。図書館は文字通 り大学の中枢の知的情報機

能であるが、それは、産業活動や一般社会で用

いるVANや キャプテンのような機能であって

はならないであろう。少 くとも学生教育におい

ては、図書館はプログラム化されすぎてはなら

ない。学生に自ら読ませ 自ら学ばせ る機能 を「処

理の便宜や迅速 さ」に侵されてはならないか ら

である。
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